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１．はじめに 

近年の激甚化する土砂災害では，同時多発的な崩

壊や土石流の発生により，谷出口の保全対象のみな

らず下流域においても多量の土砂が河道に堆積し洪

水被害を増大させる土砂・洪水氾濫の発生が危惧さ

れる。天神川流域(表 1，図１)では，土砂・洪水氾

濫被害から人家など資産を保全することを目的と

し，一次元河床変動計算モデルに基づく被害想定お

よびその対策計画の策定に向け検討を進めている。 

本報告では，土砂・洪水氾濫計画策定に用いる一

次元河床変動計算モデルの精度向上を図るため，既

往災害の再現計算の再検討を行い，課題や工夫点に

ついて整理した。 

表 1 直轄砂防事業区域内の支川の諸元 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 天神川流域 
 

       表２ 既往の再現計算の条件 

２．既往の再現計算の実施状況 

２.１ 再現計算の条件 

天神川水系における再現計算の対象災害は，「昭

和 34 年伊勢湾台風降雨」が選定されている。「昭和

34 年伊勢湾台風降雨」は小鴨川流域を中心とした

災害であることから，計算対象範囲は小鴨川流域の

みで実施している。表 2 に計算条件を示す。 

再現計算の妥当性に関する評価は、土砂・洪水氾

濫が発生した 9.8kp 付近および 13.0kp 付近の河床

上昇の再現性の高さを判断根拠とし、粒度分布(調

査結果の平均化)や交換層厚(単層、複層)、給砂量

(土砂濃度)、河床変動幅(レジーム則)などの条件を

変えた計算を実施して最適な計算条件を選定して現

行モデルを構築している(図 2，図 3)。 

図２ 災害直後の状況写真 
(左:鴨河内(若土)9.8kp 付近，右:大鳥 13.0kp 付近) 
 出典:伊勢湾台風の爪痕 天神川流域会議 2019 国土交通省

倉吉河川国道事務所 

図３ 昭和 34 年伊勢湾台風での河床変動(小鴨

川)と既往の再現計算結果 
 

２.２ 再現計算の分析 

分析の着目点は，再現計算におけ

る再現性評価のポイントとなった図

3 に示す 9.8kp 付近および 13.0kp

付近の土砂堆積とし，土砂堆積に寄

与している粒径分布について整理し

た。図４に示す通り，代表粒径

0.14 ㎜と 0.02 ㎜は堆積することな

く下流端まで通過しており，着目点

における土砂堆積に寄与している代

表粒径は，0.46mm 以上であること

が確認された(図 4)。 

代表粒径の設定方法は，粒度分布

調査結果に対して土質区分ごとに存

在比率を算出し，代表粒径は幾何平

流域面積 A=492km2 

支川名 天神川 小鴨川 三徳川

流域面積（km2） 150.8 87.8 82.5

流路長（km） 24 35 8

平均勾配 1/30 1/40 1/30
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均値としている。河床材料は河床勾配区分別に設定

し，供給土砂は地質区分別に設定している。 

 

 

 

 

図４ 代表粒径ごとの累積通過土砂量(小鴨川) 

３．感度分析 

３．１ 計算条件(粒度設定) 

感度分析は，着目点(9.8kp 付近および 13.0kp 付

近)に堆積しやすく土砂量の多い代表粒径 0.46mm に

着目した。土砂堆積に大きく寄与しない細砂および

シルト分は，総量の 10～20%程度存在する。この細

砂およびシルト分を中砂(0.46 ㎜)に集約して感度

分析ケース以下の通りを設定した(表 3)。

感度分析ケース①：河床材のみ中砂に集約 

感度分析ケース②：河床材と投入土砂を中砂に集約 

表３ 粒度区分 

３．２ 計算結果 

感度分析結果を図 5 に示す。２ケースとも着目点

(9.8kp 付近および 13.0kp 付近)における土砂堆積

傾向が改善され，再現性が向上した結果となった。 

 

 

 

 

 

図５ 感度分析結果 

着目点における河床と水位の時間変化を図 6 に示

す。全ケースとも氾濫実績時刻は河床上昇中であ

り，土砂・洪水氾濫の再現性が確認された。また，

感度分析ケース①の方が河床と水位の上昇が大き

く、再現性がより高い結果となった。 

図６ 河床と水位の時間変化(右:9.8kp，左 13.0kp) 

４．予測計算結果 

感度分析ケース①の条件にて，計画対象現象に対

する氾濫予測解析を天神川流域全体で実施した結

果，想定氾濫箇所が多くなる結果となった(図 7)。 

図７ 予測計算結果(想定氾濫箇所) 

５．おわりに 

本検討では，細砂・シルト成分を土砂堆積に寄与

する粒径階へ集約することで再現計算の精度が向上

する結果となった。今後は，細粒分の設定も含めた

代表粒径の設定方法は、その他の条件も含めてさら

に感度分析を実施して再現性の向上を図った上で条

件設定し，より精度の高い土砂・洪水氾濫対策に繋

げていきたい。 
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着目点 着目点

0.46mm の通過土砂量が減少

⇒上流からきた土砂が堆積している

土質区分 巨礫 粗礫 中礫 細礫 粗砂 中砂 細砂 シルト

粒径階(㎜):上限 300 75 19 4.75 2.0 0.85 0.25 0.075

粒径階(㎜):下限 75 19 4.75 2.0 0.85 0.25 0.075 0.005

代表粒径(㎜) 150 37.8 9.5 3.1 1.3 0.46 0.14 0.02

1 粒径(0.46 ㎜)に集約

既往モデルと比べて

氾濫想定箇所が増

え，土砂・洪水氾濫

の危険性がより高い

箇所が抽出された。

既往モデル

感度分析ケース①

【拡大図(9.0kp～15.0kp)】 

2 ケースとも実績により近い堆積傾向

が表現でき，再現性が高くなった

着目点(9.8kp 付近および 13.0kp 付近) 
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